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水
資
源
が
国
家
に
果
た
す
役
割
、
言
う
ま
で
も
な
く
国
の
安
全
保
障
に
直
結
し
て
い
る
。
社
会

生
活
を
支
え
る
上
下
水
道
な
ど
水
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
食
糧
確
保
の
た
め
の
農
業
用
水
、
生
産
財
と

し
て
の
水
資
源
の
確
保
、
水
力
発
電
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
た
め
の
水
資
源
の
活
用
な
ど
多
方

面
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

ま
さ
に
水
資
源
が
国
家
を
支
え
る
「
水
無
く
し
て
、
国
家
無
し
」
の
概
念
で
あ
る
。
島
国
で
あ

る
日
本
は
当
然
、
国
際
流
域
を
持
た
な
い
の
で
「
水
無
く
し
て
、
国
家
無
し
」
の
概
念
は
日
本
人

に
は
馴
染
み
が
な
い
が
、
今
や
世
界
の
常
識
で
あ
る
。

　

水
を
巡
る
紛
争
地
の
主
な
例
と
す
れ
ば
、
ナ
イ
ル
川
、
メ
コ
ン
川
、
イ
ン
ダ
ス
川
、
ド
ナ
ウ
川
、

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
、
サ
ン
フ
ァ
ン
川
、
ア
ラ
ル
海
、
カ
ス
ピ
海
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
ナ
イ
ル
川
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

一
．
ナ
イ
ル
川
の
水
争
い

　

エ
ジ
プ
ト
と
エ
チ
オ
ピ
ア
と
の
「
水
戦
争
」
が
再
燃
し
て
い
る
。
世
界
最
長
の
ナ
イ
ル
川
を
巡

り
、
上
流
国
エ
チ
オ
ピ
ア
が
建
設
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
最
大
の
巨
大
ダ
ム
が
完
成
し
貯
水
を
始
め

る
構
え
だ
。
仮
に
、
こ
の
ダ
ム
が
貯
水
を
始
め
る
と
ナ
イ
ル
川
の
水
位
が
大
き
く
下
が
り
、
流
域

諸
国
か
ら
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
「
不
安
と
怒
り
」
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
き
わ

激
し
い
怒
り
は
エ
ジ
プ
ト
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
る
水
利
権
の
交
渉
が
紛
糾
し
、
エ
ジ
プ
ト
は
二

〇
年
六
月
十
九
日
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
介
入
を
要
請
す
る
な
ど
、
国
際
河
川
の
水
利
権
を

　

気
候
変
動
に
よ
り
、
世
界
中
で
水
資
源
の
偏
在
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
洪
水
や
干
ば
つ

は
地
域
内
で
の
偏
在
で
あ
る
が
、
国
家
間
に
お
け
る
水
資
源
の
偏
在
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、
水

を
巡
る
争
奪
戦
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
紛
争
の
中
心
地
は
国
際
河
川
と
国
際
湖
沼
で
あ
る
。

　

国
際
河
川
と
は
、
複
数
の
国
々
が
流
域
を
共
用
す
る
川
で
あ
り
、
国
際
湖
沼
と
は
、
同
じ
く
複

数
の
国
が
共
有
す
る
湖
沼
で
あ
り
、
国
際
河
川
と
国
際
湖
沼
を
合
わ
せ
「
国
際
流
域
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

　

こ
の
国
際
流
域
は
、
世
界
の
陸
地
面
積
の
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
世
界
人
口
の
約
六
割

が
国
際
流
域
に
居
住
し
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
従
っ
て
国
際
流
域
を
有
す
る
国
は
、
い
か
に

流
域
の
水
資
源
を
自
国
の
為
に
確
保
す
る
と
い
う
「
国
家
の
命
運
を
か
け
た
水
争
い
」
に
挑
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
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線
で
あ
る
。
大
ナ
イ
ル
川
は
白
ナ
イ
ル
と
青
ナ
イ
ル
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
エ
チ
オ
ピ
ア
は
ナ
イ

ル
川
の
ほ
と
ん
ど
の
水
量
を
支
え
て
い
る
の
は
青
ナ
イ
ル
で
、
そ
の
源
流
は
我
が
国
の
タ
ナ
湖

（
面
積
三
〇
〇
〇
㎢
、
海
抜
一
，八
〇
〇
ｍ
）
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　•

大
エ
チ
オ
ピ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
ダ
ム

　

建
設
中
の
巨
大
ダ
ム
は
、「
大
エ
チ
オ
ピ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ダ
ム
」（Grand Ethiopian 

Renaissance D
am

）
で
あ
る
。
ス
ー
ダ
ン
と
の
国
境
に
近
い
エ
チ
オ
ピ
ア
西
部
で
二
〇
一
一
年

か
ら
建
設
が
始
ま
っ
た
。
総
工
費
約
３
３
億
ユ
ー
ロ
（
約
四
千
三
百
億
円
）、
堤
高
一
五
五
ｍ
、

堤
全
長
約
一
・
八
キ
ロ
、
総
貯
水
可
能
量
約
七
四
〇
億
㎥
、
計
画
発
電
総
量
六
，四
五
〇
Ｍ
Ｗ
で

二
二
年
か
ら
本
格
的
な
稼
働
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
ダ
ム
は
ア
フ
リ
カ
最
大
の
ダ
ム
だ
け
で

は
な
く
、
世
界
で
も
七
番
目
の
巨
大
水
力
発
電
所
と
な
る
。

　•

エ
チ
オ
ピ
ア
の
主
張

　

エ
チ
オ
ピ
ア
の
全
国
電
化
率
は
約
三
〇
％
で
あ
り
、
こ
の
ダ
ム
が
発
電
を
開
始
す
る
と
、
今
ま

で
毎
日
続
く
停
電
が
解
消
さ
れ
、
数
百
万
人
の
国
民
を
貧
困
か
ら
救
う
こ
と
が
で
き
る
。
国
民
生

活
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
同
国
の
経
済
発
展
の
礎
に
な
る
。
大
規
模
ダ
ム
に
よ
る
発
電
力

の
強
化
は
国
家
の
主
権
で
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
が
我
が
国
の
主
権
を
侵
し
、「
水
利
権
を
エ
チ
オ
ピ

ア
に
認
め
な
い
要
求
は
絶
対
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
の
立
場
だ
。
つ
ま
り
人
口
一
億
人
（
二

巡
る
争
い
に
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

ナ
イ
ル
川
は
エ
ジ
プ
ト
の
水
需
要
の
約
九
七
％
を
賄
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
流
域
十
カ
国

に
と
り
「
水
と
電
力
を
供
給
す
る
生
命
線
」
に
も
な
っ
て
い
る
。

㈠
　
ナ
イ
ル
川
上
流
の
巨
大
ダ
ム

　

ナ
イ
ル
川
は
世
界
最
長
級
の
国
際
河
川
で
あ
り
、
長
さ
は
六
，六
五
〇
㎞
、
流
域
面
積
二
八
七

万
㎢
に
の
ぼ
り
最
後
は
地
中
海
に
注
い
で
い
る
。
流
域
国
は
下
流
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
、
ス
ー
ダ
ン
、

エ
リ
ト
リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
コ
ン
ゴ
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ

ル
ン
ジ
で
あ
る
が
、
ナ
イ
ル
川
の
源
流
は
ど
こ
か
、
未
だ
に
論
争
が
続
い
て
い
る
。
一
般
的
に
は

タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
三
カ
国
に
ま
た
が
る
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
（
面
積
六
八
，八
〇
〇
㎢
、

ア
フ
リ
カ
最
大
で
世
界
第
三
位
の

大
き
さ
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実

は
ビ
ク
ト
リ
ア
湖
に
流
れ
込
ん
で

い
る
最
大
河
川
は
ル
ワ
ン
ダ
を
源

流
と
し
て
い
る
。
そ
の
ル
ワ
ン
ダ

も
上
流
国
の
ブ
ル
ン
ジ
と
源
流
争

い
を
し
て
い
る
、
な
ぜ
な
ら
彼
ら

の
国
境
線
の
一
部
は
河
川
の
中
心
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㈢
　
常
に
対
立
す
る
水
利
権
問
題

　

当
初
は
上
流
国
ス
ー
ダ
ン
と
下
流
国
エ
ジ
プ
ト
の
水
利
権
争
い
だ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
は
先
に
述

べ
た
よ
う
に
歴
史
上
の
優
位
性
と
国
際
条
約
締
結
の
事
実
、
さ
ら
に
「
上
流
国
の
水
資
源
開
発
に

は
下
流
国
の
同
意
が
必
要
」
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
下
流
の
論
理
」
を
自
国
の
権
利
論
拠
と
し
て

き
た
。　

　

し
か
し
上
流
国
ス
ー
ダ
ン
と
エ
チ
オ
ピ
ア
は
、
逆
に
「
上
流
の
論
理
」
を
主
張
、「
上
流
国
の

水
資
源
開
発
は
下
流
国
か
ら
制
約
を
ま
っ
た
く
受
け
な
い
」
と
し
、
常
に
対
立
が
続
い
て
い
る
の

が
現
状
だ
。

　
さ
い
ご
に

　

歴
史
家
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
「
エ
ジ
プ
ト
は
ナ
イ
ル
の
賜
物
（
た
ま
も
の
）」
と
述
べ
、
ナ
イ
ル
川

と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
エ
ジ
プ
ト
。
急
転
直
下
、
二
〇
年
六
月
二
十
六
日
エ
ジ
プ
ト
の
大
統
領

府
は
「
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
が
、
ダ
ム
へ
の
注
水
を
延
期
す
る
こ
と
で
三
カ
国
が
合
意
し
た
、
こ
れ

か
ら
技
術
委
員
会
で
具
体
的
な
合
意
内
容
を
目
指
す
」
と
文
章
で
発
表
し
た
が
、
過
去
の
九
十
年

間
の
交
渉
の
歴
史
を
み
て
も
、
完
全
合
意
と
履
行
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
事
実
二
〇
一
五
年
に

も
同
じ
よ
う
な
合
意
が
な
さ
れ
た
が
不
履
行
で
あ
っ
た
。
国
際
河
川
の
水
利
権
問
題
は
、
人
間
が

生
き
て
い
る
限
り
永
遠
に
続
く
課
題
で
あ
る
。

〇
一
八
年
、
世
銀
調
べ
）
を
超
え
た
エ
チ
オ
ピ
ア
に
と
り
「
豊
富
な
水
資
源
の
確
保
は
、
国
家
の

命
運
を
か
け
た
命
の
水
」
な
の
で
あ
る
。

　•
エ
ジ
プ
ト
の
主
張

　

エ
ジ
プ
ト
は
国
内
水
需
要
の
九
七
％
を
ナ
イ
ル
川
に
依
存
し
て
お
り
、
本
来
の
農
業
用
水
に
加

え
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
四
％
を
超
え
、
総
人
口
は
二
〇
年
二
月
に
一
億
人
を
突
破
し
た
。
し
か
し

同
時
に
人
口
激
増
に
よ
る
貧
困
の
拡
大
、
失
業
者
の
増
加
、
食
糧
不
足
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
未
整

備
に
直
面
し
て
い
る
。
ナ
イ
ル
川
の
水
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
は
国
家
の
死
を
導
く
こ
と
に
な
る
。

同
国
の
経
済
発
展
を
支
え
る
ナ
イ
ル
川
の
水
資
源
確
保
は
国
家
の
命
題
で
あ
る
。
仮
に
ナ
イ
ル
川

の
水
が
二
％
減
る
だ
け
で
、
農
民
数
百
万
人
が
職
を
失
う
と
い
う
試
算
も
出
て
い
る
。

㈡
　
ナ
イ
ル
川
を
巡
る
水
利
権
協
定
の
歴
史

　

一
九
二
九
年
、
英
国
の
統
治
下
に
あ
っ
た
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
と
二
カ
国
間
だ
け
で
、「
ナ

イ
ル
協
定
」
が
結
ば
れ
た
。
こ
の
協
定
は
ナ
イ
ル
川
の
総
水
量
の
内
、
六
五
％
が
エ
ジ
プ
ト
、
二

二
％
が
ス
ー
ダ
ン
、
残
り
の
一
三
％
は
要
求
が
あ
れ
ば
、
そ
の
他
七
か
国
に
よ
り
分
割
取
水
さ
れ

る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
十
年
後
の
一
九
五
九
年
、
エ
ジ
プ
ト
と
ス
ー
ダ
ン
と
の
二
国

間
で
、
エ
ジ
プ
ト
が
総
流
量
の
七
五
％
、
ス
ー
ダ
ン
が
二
五
％
の
再
配
分
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。　
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